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信
楽
峻
麿
先
生
を

偲
ぶ

匡
立

目

溪

章

雄

　
二

〇
一

四
（

平
成
二

＋
六
）

年
九
月
二

十
六

日
、

本

学

会
の

元
理
事

、

名
誉
会

員
の

信
楽
峻
麿
先
生
が
ご

逝

去
さ
れ
た

。

満
八

十
八

歳
を
迎

え
ら

れ

て
一

週
間
後
の

こ

と
で

あ
る

。

ご

葬
儀
は

、

九

月
二

十
九

日
、

広
島

県
呉
市
の

こ

自
坊
安
楽

寺
に

て

厳
か

に

執
り
行
わ

れ
た

。

安
楽

寺
門
信
徒

、

先
生
の

ご

生
前

法
縁
を

結
ば
れ

た

人
々

、

全
国
各
地
の

門
下
生

を

初
め

、

大

学
関
係
者
な

ど

多
く
の

有
縁
の

方
々

と

と

も
に

参
列
し

、

先
生

を
お
見
送
り
さ
せ

て
い

た
だ

い

た
。

　

龍
谷
大

学
赤

松
徹

眞
学
長
は

「

弔
辞
」

の

中
で

、

「

先
生

は

真
宗

学
を

国
の

内
外
の

学
生

に

教
授
な

さ
い

ま
し
た

。

ア

メ

リ

カ

で

出

版

さ

れ

た

著

書

碁
僑

蜘

ミ

§
睦

ミ
・

ミ

ミ
退

ミ
匙

ぐ
ミ

轟

は

今
も

世

界
の

人
々

に

読
み

継
が
れ
て

い

ま
す

。

先
生
は

『

浄
土

教
に

お

け
る

信
の

研
究
』

に

よ

り
文
学
博
士

を
取
得
さ

れ
ま
し
た

。

ひ

と

え

に

親
鸞
聖

人

に

お

け
る

信
心
と

念
仏
の

意
義
を
解
明
し

、

世
俗
権
力
や

権
威
へ

の

迎

合
、

追

従
す
る
こ

と

な
く

、

真
実
に
照
ら
さ
れ

て
、

御
同
朋
御

同

行
が

敬
い

あ
う
教
団
の

再
生

、

世
界
の

平
和
を
願
い

な
が
ら

浄
土

に

向
か
っ

て

生

き
抜
い

て

い

く
こ

と

を
教

え
て

く
だ

さ

い

ま

し

た
」

と
、

真

宗
学
者
信
楽
峻
麿
先
生

の

人
物
像
と

学
問
像

、

思
想

像
を

端

切
に

語
ら

れ

た
。

在
り
し

日

の

お

姿
を

想
起

し

て

遺
徳
を
偲
び

学
恩

に

謝
し
つ

つ

拝
聴

し

た
こ

と
で

あ

る
。

先
生

は

「

行
動
す
る

真
宗
学

者
」

で

あ
っ

た
。

　

先
生
は

、

一

九
二

六
（

大

正

十
五）

年
九
月
十
九

日

広
島
県
賀
茂
郡

教
円

寺
に

生

ま
れ

、

長

じ
て

広
島
青
年
師
範
学
校

在
学
中
の
一

九
四

五

（

昭
和
二

＋
）

年
七

月

学
徒
徴

兵
に

よ

り
北
海

道
旭
川

部
隊
に

入
隊

。

日
本
の

敗
戦
後
、

一

九
四

六

年
五

月

龍
谷
大
学
専
門
部
入

学
、

三

年

後
に

は

文

学
部

仏
教

学

科
に

入

学
し

、

や

が

て
一

九

五

五

（
昭

和

三

十
）

年
三

月
龍
谷
大

学
研

究
科
（

真
宗
学
専
攻
）

を

卒
業
さ

れ

た
。

一

九

五

八

年
四

月
に

文
学

部
助
手
と

し

て

龍

谷
大
学
に

奉
職
さ

れ
、

講
師
お

よ

び

助

教
授
を

経
て

、

一

九

七

〇

（

昭
和
四

＋
五
）

年
四

月

教
授
に

就
任
さ

れ

た
。

一

九

九

五
（

平
成
七
）

年
三

月
定

年
退
職
さ

れ

る

ま
で

、

三

十
八

年
間
に

わ

た
っ

て

真
宗
学
一

筋
に

学
究
生
活
を
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信
楽
峻
麿
先
生

を
偲
ぶ

（

龍
　
溪
）

・

送

り
、

教
育
者
と

し

て

有

為

な
人

材

を

育

成

さ
れ

た
。

そ

の

間
、

一

九

八
一

（
昭

和
五

＋
六
）

年
文
学

部
長
に

就
任

、

一

九

八

九
（

平
成

元
）

年
か

ら
は

学
長

と

し

て
二

期
六

年
間
に
わ

た

っ

て

大
学
運
営
の

任
に

あ
た

ら

れ

た
。

　

　一

九

八

〇

（

昭

和
五

十
五
）

年
か

ら

本

学
会
の

理

事
と

し

て
、

ま

た

後
に

は

幹
事
と

し

て

長
年
に

わ

た

り

務
め

ら

れ
、

日

本
仏

教
学
会

理

事
、

真
宗
連
合
学
会
理

事
長
な

ど
、

各
種
学
会
の

要
職

を

歴

任
さ

れ

た
。

一

九

九
五

年
か

ら

二

〇

〇

八

（

平
成
二

＋
〉

年
ま
で

仏
教

伝

道
協
会
理

事
長
と

し

て
、

故
沼
田
惠

範
氏
の

願
い

に

応
え

て

国
内

外

に

お

け
る

仏
教
伝
道
事
業
に

ご

尽
力
さ

れ
て

い

る
。

　

先
生

は
、

大
学
ご

在
職
中
は

も
ち

ろ

ん
、

名
誉

教
授
と

な

ら

れ

て

か

ら

も
し

ば

し

ば
、

浄
士

真
宗
本
願

寺
派
の

ハ

ワ

イ

開
教
区

、

北
米

開
教
区
に

お

け
る

各
地
の

別
院
や

仏
教
会
を

初
め

、

ホ

ノ

ル

ル

に

在

る

仏

教
研

究
所
（
ロコ
。。

。）
、

バ

ー

ク

レ

ー

に

在
る

米

国
仏

教

大
学

院

（

己
。・

）

等
を

訪
問
し

、

開
教
使
や

信
徒
の

求
め

に

応

じ
て

親
鸞
の

真

宗

仏
教
の

精

髄
を

語
ら

れ

た
。

き
恥

し。
罠

鬘
毀

き
、

ミ

皇
遮

ミ

寒
§
訂
軸

（

頃
。。

ρ
一

〇
。。

一
）

は

そ
の

代
表
的
な

著
書
の
一

冊
で

あ
る

。

二

〇
一

三
（

平

成
二

＋
五
）

年
二

月
、

ロ

サ
ン

ゼ
ル

ス

別
院

等
へ

の

出
講
が

最
後
と

な
っ

た
。

『

真
宗
の

本
義
』

（

法
蔵
館、

二

〇
一

四

年
七

月
）

は

そ
の

時

の

講
義
録
で

あ
る

。

先
生

晩
年
の
一

つ

の

志
願
は
二

十
一

世
紀
に

お

二

六
八

け
る

仏
教
東
漸
で

あ
っ

た
。

　
信
楽
先
生
の

学

問
的

業
績
は

多
岐
に

わ

た
っ

て

い

る

が
、

体
系
的

に

し

て

主

要
な

も
の

は

『

信
楽

峻
麿
著

作

集
』

全
十
巻
（

法
蔵
館、

二

〇
〇
七

〜
二

〇
一

〇
）

に

収
録
さ

れ

て
い

る
。

と

り
わ

け
『

改
訂

浄

土

教
に

お

け
る

信
の

研
究
』

（

第
一

巻∀
、

『

改

訂

親
鸞
に

お

け

る

信

の

研
究
』

上
・

下
（
第
二

巻
・

第
三

巻）
、

『

真
宗
教
義

学
原
論
』

1
・

H
（
第
六

巻
・

第
七

巻
）

は
、

お

若
い

頃
よ

り
一

貫
し
た

問
題
関

心
に

導
か

れ

て

研
鑽
を

積
ま
れ

て

き
た

真
宗
学
者
と
し
て

の

先
生
の

本
領

が

最
も
発

揮
さ

れ

て

い

る

も
の

で
、

初
め
の

二

つ

は
、

も
と

は

そ

れ

ぞ

れ
一

九

七

五

年、

一

九

九

〇

年
に

発
行
さ
れ

た

も
の

で

あ
る

（

い

ず
れ

も
永
田

文
昌
堂
）

。

う
ち

前
書
は

浄
土
教
理

史
分

野
で

の

研

究
の

集
大
成
で

学
位
論
文
と

も
な
っ

た

も
の
、

後
書
は

真
宗
教
学
史
分

野

で

の

成
果
で

あ
る

が
、

真
宗
学
を

志
さ

れ

た

先
生
の

問
題
意
識
か

ら

言
え

ば

両
書
は
一

対
の

も
の

と

し

て

位
置
づ

け
ら

れ

る
。

　

先
生
は

中
学
生

時
代

、

地

元

の

多
田

蓮

識

師
と
の

値
遇

が

縁
と

な
っ

て
、

広
島
に

伝
統
さ

れ
て
い

た

石
泉
学
派
の

学
問
を
学
ぶ

機
会

を
与
え
ら

れ
、

真
宗
学
へ

の

関
心
が

芽
生

え
た

の

で

あ
る

。

実
は

先

生
が

龍
谷
大

学
に

学
ん

だ

背
景
に

は
、

「

信
心
と

は

そ
の

ま

ま

称
名

を
は

な
れ
ず

、

生
活
に

即
す
る

も
の
」

と

す
る

石
泉
学
派
と

「

信
（
信

心）

と

行
（
称
名
・

生

活）

を
二

元
的
に

分
け

て

語
る
」

本
願
寺
伝
統

一 820 一
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宗
学
と

の
、

親
鸞
理
解
を
め

ぐ
る

対
立

矛
盾
に

悩
み

、

そ
の

疑
問
を

解
く
た

め

で

あ
っ

た
、

と

い

う

経
緯
が

あ
る

。

先
生

の

真
宗
学
研
鑽

は
、

そ
の

中

核
を

な
す
「

信
心
」

に

焦
点
を

絞
っ

て

進
め

ら

れ

た
。

親
鸞
以
前
の

浄
土
教
理

史
に

お

け
る

行
道
の

展
開

過
程
を

信
の

思
想

を

核
と
し

て

解
明
し
、

そ

の

作
業
を
基
礎
と

し
て

親
鸞
と

そ

れ

以
降

の

教

学
史
に

お

け
る

信
の

思

想
の

変

容
の

跡
を

検
証
し

た
。

そ

し

て
、

「

真
宗
に

お
け
る

信
心

の

本
義
を
明
ら
か

に

す
る

に

つ

い

て

は
、

何
よ

り
も

先
ず

、

親
鸞
聖

人
以

前
の

浄
土

教
理

史
に
つ

い

て

の

研
究

と
、

親
鸞
聖
人
そ

れ

自

身
に

お

け
る

信
の

思
想
に
つ

い

て

こ

そ

研
鑽

す
べ

き
で

あ
っ

て
、

親
鸞
聖
人
没

後
の

教
学
解
釈
は

、

す
べ

て

排
除

す
べ

き
で

あ
る

こ

と

は

当
然
で

あ
る
」

と

提
起
し
て

い

る
（
以
上

、

『

改

訂

浄
土
教
に

お

け

る

信
の

研

究
』

「

序
文
」

）
。

こ

れ

は

信
楽

先
生

の

真

宗
学
に

お

け
る

終
始
変

わ

ら
ぬ

基

本
的
ス

タ

ン

ス

で

あ
り

、

ま

た

方

法
的
立

場
を
め

ぐ
る

結

論
で

も

あ
っ

た
。

　
一

方
、

『

真
宗
教
義
学
原

論
』

は
、

大

学
で

の

講
義
（
真
宗
学
概
論
）

等
が
下

地
に

な
っ

て

そ
の

後
の

た

ゆ

み

な

き

研
鑽
の

成
果
を

結
晶
さ

せ

た

も
の

で

あ
る

。

「

私
の

生

涯
を

か

け
て

学
ん

だ

と
こ

ろ

の
、

私

自
身
に
お
け
る

私
の

真
宗
学
の

集
大
成
」

（
「

序
文
」）

と

し

て
、

先
生

ご

自
身
に

よ
っ

て

位
置
づ

け
ら

れ

て

い

る
、

言
わ
ば

「

信
楽
真
宗
学
」

の

帰
結
と

し
て

生
ま
れ

た

も
の

で

あ
る

。

内
容
は

、

「

真

宗
教
義

学

信
楽
峻
麿
先
生
を

偲
ぶ

（
龍
　
溪
）

序
説
」

「

真
宗
教
法
論
」

「

真
宗
行
道
論
」

「

真
宗
信
心
論
」

「

真

宗
証

益
論
」

の

全

五

章
か

ら

構
成
さ

れ
た

、

新
し
い

「

真
宗
教
義
学
」

の

提
唱
で

あ

る
。

そ
の

「

真
宗
教

義
学
」

は

先
生
に

よ

れ

ば
、

「

親

鸞

に
よ
っ

て

体
験

さ

れ

開
顕
さ
れ

た

真
宗
の

本
質
を

、

現
代
の

大
衆
に

向
か
っ

て
、

そ

れ
が

普
遍

妥
当
な

る

真
理
で

あ
り

、

世

界
人
類

に

と
っ

て

究

極
の

帰
依
処
で

あ
る

と
い

う
こ

と

を
、

論
理

的
、

体
系
的

に
、

弁
証

し

宣
説
す
る

と
こ

ろ

の

学
的
営
為
で

あ

る
」

と

定
義
さ

れ

て
い

る
（

「

真
宗
教
義
学

序
説
」

）

。

特
に

第
一

章
「

真

宗
教
義
学
序
説
」

で

は
、

こ

れ

か

ら
の

真
宗
学
の

基

本
的
方
向
性

、

方
法
論
が

後
学
へ

の

願
い

を
込
め

て

熱
く
語
ら

れ

て

い

る
。

先
生
は

常
に

主

体
的
領
解

の

重
要
性

、

歴
史
的
解
明
と

諸

科
学
の

援
用
の

必

要

性
、

そ
し
て

伝

統
的
教
団
教
学
の

徹
底
し

た

相
対
化
を
語
ら

れ
て

い

た
。

ま
た
「

自

己
の

生

き

ざ

ま
に

連

動
す
る

営
為
」

、

そ

こ

に

学
問
と

し

て

の

真

宗

学
の

特
色
が

あ
る

と

も
指
摘
さ

れ
て

い

た
。

そ

う
し

た

「

信
楽
真
宗

学
」

の

方
法
論
の

個
性
が

端
的
に

表
出
さ

れ

て

い

る
。

　

先
生

の

真
宗
学
は

さ

ら

に
、

真
宗
伝
道
学

、

真
宗
求
道
学
と
い

っ

た

実
践
的
領
域
を
も
カ

ヴ
ァ

ー

し

て

い

る
。

壮
年
期
に
は

教
団
改
革

運

動
を
展

開
し

、

多
く
の

発
言
を

残
し

て

い

る

（

『

真
宗
教
団
論
』

永

田

文

昌
堂

、

一

九
七
五
）

。

ま
た

宗
教
多
元

化
時
代
へ

の

発
言
（

「

宗
教

多
元

主
義
と

浄
土

教
」

『

親
鸞
と

浄
土
教
』

法
蔵
館

、

二

〇
〇

四
）

、

生

命

二

六
九

一 821一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

信
楽
峻
麿
先
生

を
偲
ぶ

（
龍
　
溪
）

倫
理

問
題
へ

の

発

言
（
『

仏
教
の

生

命
観
』

法
蔵

館、

一

九

九
四
）

等
、

時
代
社
会
の

諸
課
題
と

対
話
し
つ

つ

真
宗
学
者
と

し
て

誠
実
に

応

答

さ
れ
て

い

る
。

さ
ら

に

は
、

ご

自
身
の

戦

争
体
験
を
踏
ま

え
て

、

「

兵

戈
無
用
」

（

無
量
寿
経）

の

平
和
観
を

真
宗
倫
理
と

し

て

語
り

続
け

ら

れ
た

。

　
先
に

も
紹
介
し
た

よ

う
に

石
泉
学
派
と

の

ご

縁
も

あ
っ

て
、

行
信

論
を
め

ぐ
る

先
生
の

学
説
は

「

称
名
」

を

重

視

し
た

も
の

で

あ
っ

た
。

そ
の

た

め

異
義
の

嫌
疑
を

か

け
ら
れ

て

本
山

に

呼
び

出
さ

れ

た
こ

と

も
あ
っ

た

が
、

終
生
ご

自

身
の

立

場
は

変
わ

ら

な

か
っ

た
。

親
鸞
浄

土

教
の

仏
道
を

「

称

名
の

道
」

　
　
「

聞

名
の

道
」

　
　
「

信
心
の

道
」

と
し
て

本
願
救
済
の

衆
生

に

お

け
る

体
験
的
プ
ロ

セ

ス

を

規
定
し
つ

つ
、

し
か

も
こ

れ

ら

三

者
は

究
竟
的
に
一

如
の

も
の

と

し

て

成
立

す

る

と

理

解
さ

れ

た

点
に

、

先
生
の

行
信

論

学
説
の

特

色
が

見
ら

れ

る
。

信
心
に
つ

い

て

は
、

仏
と

私
に

つ

い

て

の

二

元
的
対

象
的
な
理

解
で

は

な
く

、

一

元

的
な

「

め

ざ
め
」

体
験
で

あ
る

と

す
る

。

親
鸞

の

「

往
生
」

思
想
を

現
生

に

お

け
る

宗
教
的
経
験
と

し
て

了
解
さ

れ

た

こ

と
と

併
せ

て
、

伝
統
の

枠
を

破
る

先
生

独

自
の

救
済

観
が

脈

打
っ

て

い

る
。

　
近

年
の

出
版
に

属
す
る

も
の

で

は
、

親
鸞
の

主
著
の

講

読
で

あ
る

『

教
行

証
文
類

講

義
』

全
九

巻
（
法
蔵
館）

、

学
術
的
成

果
を

踏
ま

え

二

七
〇

て
一

般
人

に

平
易
に

語
る

「

真
宗
学
シ

リ

ー
ズ
」

全
十
巻
（
法
蔵
館）

等
が

あ
り

、

円
熟
し

た

学
説

、

思

想
が

語
ら

れ

て

い

る
。

な
お

、

先

生
の

著
作
の

多
く
は
、

毛

利
悠
氏
を

中
心

と

す

る

門

下

生
の

人
々

の

手
に

よ
っ

て

編
集
刊
行
さ

れ

て

い

る
。

　
『

龍
谷
大
学
三

百
五

十
年
史
』

通

史
編
上

巻
（

龍
谷
大
学、

二

〇
〇
〇）

の

明

治
期
以
降
の

学
校
時
代
に

お

け
る

宗
学
の

近

代
化

、

大
正

期
に

お

け

る

「

真
宗
学
」

の

成
立

、

戦
時
期
の

戦
時
教
学
の

形
成

、

戦
後

の

真

宗
学
の

再
展
開
等
に

関
す
る

原
稿
を

、

当
初
先
生

と

共
著
の

形

で

書
き

進
め
て

い

く
こ

と

に

な
っ

て

い

た

と

こ

ろ
、

私
の

不
明
で

草

稿
の

完
成
が

大
幅
に

遅
れ

、

そ
の

う
ち
先
生

が

学
長
に

就
任
さ
れ

た

た

め

「

君
に

任
せ

る
」

と
い

う
状
況
に

な
っ

て
、

先
生

と

連
名
の

原

稿
が

不
可

能
と

な
っ

て

し

ま
っ

た
。

当
時
を

思
い

起
こ

し
て

、

慚
愧

の

念

と

と

も
に

先
生

の

遺
影
に

合
掌
し
た

こ

と

で

あ
る

。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
平
成
二

十
七

年
二

月
九

日）

一 822 一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


